
アルデヒド アルデヒド基をもつ化合物

酸化されてカルボン酸になりやすいので強い還元性あり 還元剤として働く
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フェーリング液の還元反応

２Cu２＋ Cu₂O＋H₂O ＋２H⁺＋２e⁻
＋２OH⁻＋２OH⁻

２Cu２＋ ＋２OH⁻ ＋２e⁻ Cu₂O ＋H₂O
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酸化銅(Ⅰ)  Cu₂O

赤色沈殿

フェーリング液



銀鏡反応

酸化剤 ［Ag(NH₃)₂］⁺ Ag ＋２NH₃＋e⁻ ・・・③
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ケトン カルボニル基に２つの炭化水素基が結合したケトン基をもつ化合物

還元性は示さない

〈アセトンの製法〉

アセトン
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酢酸カルシウムの乾留
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〈CH₄の実験室的製法〉

メタン

水にもベンゼン、エーテルなど
の有機溶媒にも溶ける



カルボン酸 カルボキシ基をもつ化合物

鎖式の１価カルボン酸 脂肪酸

炭化水素基の中に単結合しか含まない 飽和脂肪酸

炭化水素基の中に不飽和結合を含む 不飽和脂肪酸

炭素数が多い脂肪酸 高級脂肪酸

低級脂肪酸炭素数が少ない脂肪酸



カルボン酸の一般的な性質

炭素数が少ない

炭素数が多い 高級カルボン酸

低級カルボン酸

水に溶けにくい

水に溶けやすい

CH₂CH₃ CH₂

親水基疎水基

酪酸 (ブタン酸)

O

C OH

カルボキシ基１つに対して炭素３つまでは任意の割合で水に溶ける！



カルボン酸の一般的な性質

高級カルボン酸でも水酸化ナトリウムと反応してナトリウム塩になると水に溶ける
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弱酸性 （炭酸よりは強い酸）
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（H₂CO₃）

弱酸の遊離

炭酸塩の水溶液と反応してCO₂発生する！



マレイン酸とフマル酸とそれらの誘導体
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リンゴ酸

コハク酸

フマル酸
マレイン酸

無水マレイン酸

＋H₂O＋H₂O

＋H₂
＋H₂

－H₂O

(シス形)
(トランス形)

ヒドロキシ基をもつカルボン酸を
ヒドロキシ酸という

２つのカルボキシ基から
1分子の水が取れて縮合した
化合物を酸無水物という
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フマル酸

(トランス形)

H

H
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水素結合を分子内に形成する

水素結合を分子間に形成する

融点高い 約３００℃

融点低い １３３℃
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フマル酸
マレイン酸

(シス形)
(トランス形)

O

極性分子 無極性分子

水に溶けやすい 水に溶けにくい
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